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市報のおがた　24

□転入  161 人　□転出  121 人
□出生    30 人　□死亡    70 人

　令和 5 年 7 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,422 人（ － 299）
　〔うち外国人 692 人〕
　　男　26,237 人  （ － 44）
　　女　29,185 人  （ － 255）
■世帯数　27,687 世帯（+166）

　
初
代
藩
主
時
代
の
出
来
事

　
初
代
藩
主
高
政
公
の
短
い
藩
主
時
代
の
中

で
の
大
き
な
出
来
事
は

一
．藩
主
館
を
定
め
城
下
町
を
築
い
た
。

二
．島
原
の
乱
に
出
陣
し
戦
功
を
挙
げ
た
。

の
二
つ
で
し
た
。

　
東
蓮
寺
城
下
町
誕
生

　

大
坂
夏
の
陣
の
後
に
徳
川
幕
府
は
諸
大

名
の
軍
事
力
を
弱
め
る
た
め「
一
国
一
城
令
」

を
出
し
て
本
城
以
外
の
出
城
を
禁
止
し
ま
し

た
。

　

筑
前
国
で
も「
城
」は
福
岡
城
だ
け
で
、

秋
月
藩
五
万
石
・
東
蓮
寺
藩
四
万
石
の
藩
主

の
住
居
も
城
で
は
な
く「
館
・
陣
屋
」な
ど
と

呼
ば
れ
ま
し
た
が
、便
宜
上
、「
城
下
町
」と

表
記
し
ま
す
。

　

藩
主
館
は
現
在
の
多
賀
神
社
の
東
側
、

双
林
院
付
近
に
築
か
れ
、続
い
て
武
家
屋
敷

（
現
在
の
殿
町
一
帯
）
、
商
工
業
者
の
町
屋

（
現
在
の
古
町
一
帯
）が
造
成
さ
れ
て
城
下
町

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、現
在
の
直
方
市
街
地
の
基
本

的
な
姿
は
四
百
年
前
に
誕
生
し
た
東
蓮
寺
藩

初
代
藩
主
高
政
公
の
時
代
に
出
来
上
が
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
政
公
の
官
職

　
初
代
藩
主
に
就
任
し
た
と
き
高
政
公
は

十
二
歳
と
ま
だ
未
成
年
で
あ
っ
た
た
め
、

福
岡
に
留
ま
り
東
蓮
寺
に
は
着
任
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
十
五
歳
の
と
き
従じ

ゅ
ご
い
の
げ

五
位
下
に
叙じ

ょ

せ
ら
れ

「
東ひ

が
し
い
ち
の
か
み

市
正
」
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
四
万

石
の
大
名
相
当
の
資
格
役
職
を
朝
廷
か
ら

与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
東
市
正
と
は
律
令
制
に
お
け
る
官
職
で

京み
や
こ

の
東
部
官
設
市
場
を
管
理
す
る
長
官

で
す
が
、
（
大
岡
）
越
前
守
、
（
浅
野
）

内た
く
み
の
か
み

匠
頭
な
ど
と
同
じ
く
名
目
だ
け
の
も
の

で
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
高
政
公
の
法
号

の
中
で
は
「
前さ

き
の
ひ
が
し
い
ち
の
か
み

東
市
令
」
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
命
名
し
た
臨
済
宗
の
高
僧
が
和
名

で
な
く
唐
名
を
つ
け
た
よ
う
で
す
。

　
　 

島
原
の
乱
に
出
陣
し
大
活
躍

　
高
政
公
は
二
十
三
歳
の
と
き
初
め
て
東

蓮
寺
藩
主
館
に
入
り
本
格
的
に
藩
主
と
し

て
の
務
め
を
始
め
ま
し
た
。

　
三
年
後
の
１
６
３
７
年
か
ら
３
８
年
ま

で
大
坂
夏
の
陣
以
後
、
戊
辰
戦
争
が
始

ま
る
ま
で
江
戸
時
代
唯
一
の
合
戦
で
あ
る

「
島
原
の
乱
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
高
政
公
が
率
い
る
東
蓮
寺
藩
は
福
岡
本

藩
・
秋
月
藩
と
共
に
出
兵
し
、
家
老
が
戦

死
す
る
な
ど
戦
死
者
三
十
二
人
、
負
傷
者

百
五
十
六
人
の
損
害
を
出
し
な
が
ら
本
丸

一
番
乗
り
の
戦
功
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
輸
送
人
足
な
ど
の
非
戦
闘
員
を
含
め
約

二
千
名
が
動
員
さ
れ
、
山
部
の
西
徳
寺
で

出
陣
報
告
、
上
新
入
の
高
蔵
寺
（
現
在
で

は
鴨
生
田
観
音
堂
の
み
残
る
が
、
当
時
は

栄
え
て
い
た
）
で
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 

高
政
公
の
兜
と
鎧

　
高
政
公
所
用
の
特
徴
あ
る
兜か

ぶ
と

と
鎧よ

ろ
い

が
東

京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
兜
は
「
一
の
谷
形な

り

兜
」
と
呼
ば
れ
、
父

の
長
政
公
が
関
ケ
原
の
合
戦
で
か
ぶ
っ

た
こ
と
で
有
名
で
す
。
鎧
は
「
黒く

ろ
い
と
お
ど
し
ど
う

糸
威
胴

丸ま
る
ぐ
そ
く

具
足
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
長
政
公
と
子
孫
の
六
代
藩
主
継
高
公
所

用
の
も
の
が
福
岡
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。

  
東
蓮
寺
藩（
の
ち
直
方
藩
）の
歴
史

  
第
７
回

　

初
代
藩
主
黒
田
高
政
公
そ
の
３

第第102102回回

黒
田
高
政
公
所
用
の
兜
と
鎧

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）


